
















成 年 の 男 女 院 し て 、 努 働 者 芭 傭 主 ぜ
を束縛する法律の制限
を受くるとさを欲せ
ぎる者区、強て彼等の工作時聞を制限せん芭品ub、来自己の時聞を自ら支配し、自己の権刺を自由 契 約 舵 支 持 す る 者 を 目 し て 郁 夫 さ 蒋 し 、 患 者 芝 呼 ぴ 、 個 人 的 自 由 を 保 有 せ ん 芝 す る 勢 働 者 を 辱かしめんさて、焼印其他種冷の班辱芭なるべき痕跡を加へん芭の企てもあ・9き、加之五ロ人が己記の計策も屡無き民あbぎιりしなAッ、 放棄し党る闇主夫は貴族の専制紀代ふる氏、民政的座制を以てし、多数の勢の誤用、濫用せんさ有 ず る 自 由 の 人 民 は 、






二時 其 効 果 を 有 す る 問 は 、 制 限 傍 例 を 規 定 せ ん ぜ て 運 動 す る 者 、 若 く は 其 能 力 を 使 用 す る
























































































一 員 民 わ b ぎ る 織 物 師 の 織 物 を 着 用 せ ざ る を 得


























































































し 去 b 、 賠 償 を 遁 用 し た b 、
其僚項は坤Yマスヂ『ス、グレI氏其米国語串真の此編区於て最詳細民論ぜb、新
の如く院して余聾は漸く其論ぜん芝する所
院 近 き 如
、 個 人
的




















本 論 述 る 所 頗 る 乾 燥 無 味 、 法 律 論 の 本 色 亦 止 む を 得 ず さ 臨 も ‘ 行 文 甚 だ 競 槌 、 読 者 の 倦 厭 を来 き ん
と芝
を 恐 る 、 然
れ 共


















も の な 6 0 歴



















































































































































































民 自 る も の 在
。
















































P － － を 唱 へ 、
亦 調 乙 の 、
















知 此 第 十 入 世 紀 庇 於 て 駿 冷 芭 し て
凡
そ






























































を 夏 b －た に
するは










































れ 来 れ る
人唱











































































































































































































































カ イ ム プ ラ ズ 守 」

























大 勢 上 自 ら 存 す る も の





































































人 粧 舎 を 組 織
し、枇曾を進歩せしめ、自然の終局の自的を達し、高有の艮理を知挺
せ
ん 芝 欲 す る
もの、堂氏死を重ぜきるへけんや、堂民自愛珍重せきるへ甘んや。










然 b き る
は








































































































んて綿々一像稽あり芝ますの抱貨もなくo寒区、逢 ては矩縫庇媛轄 ぴ 嘉庇逢ふ は嶋崎縛苦し


























